知能・機能創成工学専攻

平成２8年度　修士論文提出の手引き

1月6日　15:00-16:00＠R1棟３階　R1-314　（能木雅也）

知能・機能創成工学専攻では，修士論文に対して多様かつ客観的な評価および指導を行うために，査読者（主査１名と副査２名以上）による査読を実施しています．提出に当たっては，査読を反映した修正を求めます．十分な修正がなされていない，質の低い論文は受理しません．完成度の高い論文執筆を目指して下さい．
主査：専攻内で直接指導を受けている教授又は准教授 
副査：修士論文の内容に精通し，公正かつ専門的な評価・指導を行える，博士号またはそれに代え得る資格を持つ方．専攻内の教職員から１名（原則的に，主査と異なる研究室から選ばれる），専攻外から1名以上（2名以上の場合は理由を付記すること）． 
主査と相談の上，副査となって頂きたい方を選び，下記の要領で届け出て下さい．専攻外の副査候補者については予めご本人の承諾を得ておいて下さい．専攻内の副査候補者は複数名（3～4名程度）指名して下さい（場合によっては，指名されていない教職員が副査に選ばれることもあります）．
1/10（火）
仮論文題目と，主査・副査となって頂くことを希望する方のリスト（氏名・所属・連絡先）を，

「修士論文主査副査希望票（氏名）」と題した電子メールの本文に記し，AMSアカウントから
nogi@eco.sanken.osaka-u.ac.jp に送信
1週間後をめどに，決定した副査を通知します．これを受けて査読票（学生氏名，論文題目，査読者氏名，査読者所属を記入のこと）を作成し，それぞれの査読者に査読を依頼して下さい．査読結果のヒアリングと，査読を受けた修正点の報告の，全２回の面談（困難な場合は電話またはメールでも可）を設けるよう日時を調整して下さい． http://www.ams.eng.osaka-u.ac.jp/internal-j.html にあるフォーマットに従って論文を作成して下さい．
2/１（水）
最終論文題目を「修士論文題目（氏名）」と題した電子メールの本文に記し，AMSアカウントから

nogi@eco.sanken.osaka-u.ac.jpに送信

2/1（水）
12：00まで　専攻内の査読者向けに，必要部数の論文と査読票を専攻事務に提出

専攻外の査読者には，これ以前の日時に先方に到着するよう論文と査読票を直接郵送
主査・副査と１回目の面談を行い，査読結果とサイン（又は押印）の記載された査読票を受け取って下さい．面談が終わり次第，査読コメントに従って論文修正を開始して下さい．
2/15（水）
12：00まで　査読者全員分の査読票をコピーし，主査に提出
2/17（金）
17：00まで　査読者への返答，査読コメントを反映した論文修正点を報告
それぞれの査読者と２回目の面談を行い，修正済み論文と修正点を記入した査読票を確認してもらった上で，査読票に再度サイン（又は押印）をもらって下さい．
2/20（月）
12：00まで　完成した修士論文1部および査読者全員の査読票を，専攻事務に提出
2/22（水）
13：30まで　修士論文発表会のための概要提出，全員で概要集製本作業
2/24（金）
修士論文発表会（接合科学研究所：荒田記念館）
概要集製本を行う場所は，後日通知します．発表会終了後，論文・修正内容・発表の3つを総合的に評価して成績が決定されます．
